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アミノ酸領域に、グリコサミノグリカン結合部位があることを明らかにした。この領域は、MDP1のDNA結合部位
でもある。MDP1は、実際にヒトⅡ型肺胞上皮細胞株A549細胞に結合し、この結合はDNA及びヒアルロン酸で競合
的に阻害された。また、A549細胞をヒアルロン酸分解酵素で前処理することで、MDP1の結合性は消失すること
から、ヒアルロン酸がMDP1-A549細胞間の結合に関与していることが明らかとなった。ウシ型結核菌弱毒株BCG
やヒト型結核菌は、試験管内にてA549細胞に感染（接着/侵入）するが、ヒアルロン酸やDNA、及び抗MDP1抗体
が競合的に菌の感染を阻害した。この結果から、MDP1が、抗酸菌の肺胞上皮細胞への接着/侵入に関与している
ことが明らかになった。更に、マウスの気管内でも、ヒアルロン酸の介在により菌（BCG）の定着が有意に低下
することから、実際に肺への感染においても、MDP1-ヒアルロン酸結合が重要な役割を果たしていることが示さ
れた。 
本論文は、ヒアルロン酸や抗MDP1抗体が菌の細胞接着や侵入を防ぐことで、結核菌感染や病巣の拡大を阻止
する可能性を分子論的に示した。ヒアルロン酸やMDP1を標的とした新規の予防/治療法開発に繋がる成果を提示
したものであり、博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
